
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚（定置網） 

発生日時 令和６年１２月１６日 ０６時４４分頃 

発生場所 宮城県石巻市網地島南方沖 

 濤波岐
ど み き

埼灯台から真方位２２７°１.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３８°１４.０′ 東経１４１°２９.０′） 

事故の概要  漁船十八大慶
たいけい

丸は、航行中、定置網に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年１月７日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 十八大慶丸、１９トン 

ＯＮ２－１２８６（漁船登録番号）、株式会社大慶丸水産 

第２９５－３６９１０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

機関長、一級小型・特殊・特定、六級（機関） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 右舷船尾部外板に擦過傷、船首部の網避け棒の折損 

定置網 漁網に破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約３.５m/s、視界 良好 

海象：波高 約２.０ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

日出時刻：０６時４４分頃、常用薄明開始時刻：０６時１５分頃 

 事故の経過 本船は、船長及び機関長ほか６人（全員インドネシア共和国籍）が

乗り組み、まぐろはえ縄漁の目的で青森県三沢市沖の漁場に向け、令

和６年１２月１０日０９時００分頃沖縄県那覇市泊
とまり

漁港の係留地を

出航した。出航時の喫水は、船首約１.５ｍ、船尾約１.５ｍであっ

た。 

本船は、沖縄島、奄美群島及び日本列島の太平洋側に沿って無寄港

で航行し、変針場所である宮城県仙台塩釜港塩釜区南東方沖に至っ

た。 

航海計画では変針場所以降の針路は、０９０°（真方位、以下同

じ。）とされていたが、操舵室内で当直中の機関長は、風波を避ける

ために水路調査を行わないまま、自動操舵の針路を０８５°に設定

し、本船を東進させた。 

機関長は、甲板員と共に操舵室内で当直に当たり、ＧＰＳプロッ

ターを作動させ、見張りを目視で行いながら、本船の東進を続けた。 

本船は、１６日０６時４４分頃、網地島南方沖に設置された定置網

（以下「本件定置網」という。）に乗り揚げた。（図１参照） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 機関長は、主機操縦レバーを中立位置とし、船長及び乗組員に怪我
け が

等がないこと並びに本船に浸水がないことを確認した後、船舶電話で

海上保安庁に本事故の発生を通報した。また、海上保安庁を通じて定

置網の所有会社に救援を依頼した。 

 本船は、来援した定置網の所有会社の船舶によって定置網から引き

出された後に自力で航行し、１４時００分頃、仙台塩釜港塩釜区に入

港した。 

 機関長は、網地島の南側海域には定置網があることを知っており、

ＧＰＳプロッターに本件定置網の位置を入力していたが、本事故当

時、航路を広範囲に把握するために、広い海域を表示する拡大レンジ

である３２Ｍレンジで使用していたので、本件定置網は、同プロッ

ターの画面上に表示されていなかった。 

 船長及び機関長は、過去、泊漁港から三沢市沖の漁場までの航海を

何度も経験していたが、本事故時の航海は、約３０年ぶりであった。 

分析 (1) 機関長は、網地島の南側海域に定置網があることを知ってお

り、ＧＰＳプロッターに本件定置網の位置を入力していたもの

の、本事故当時、航路周辺を広範囲に把握するために、ＧＰＳプ

ロッターを拡大レンジの３２Ｍレンジで使用していたことから、

本件定置網の存在を正しく認識できなかったものと考えられる。 

(2) 機関長が、仙台塩釜港塩釜区南東方沖で変針する際、風波を避

けるために、進行方向にある本件定置網の位置を確認しないま

ま、予定針路よりも北寄りの針路にしたことから、本船は、本件

定置網に向かう進路になっていたものと考えられる。 

(3) 本船が本件定置網に乗り揚げる直前、見張りは目視で行われて

いたが、ＧＰＳプロッターについては(1)のとおり拡大レンジであ

り、また、夜明け前で周囲が暗く、波高も約２ｍあったことから

目視では本件定置網を確認することができなかったものと考えら

れる。 
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(4) (1)～(3)から、本船は本件定置網に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因 本事故は、本船が自動操舵で東進中、機関長が、ＧＰＳプロッター

を適切なレンジで使用していなかったため、進路上に設置されている

本件定置網に気付かず、本船が本件定置網に乗り揚げたものと考えら

れる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長及び航海当直者は、定置網等の障害物が設置されている海域

を航行する際は、ＧＰＳプロッターで障害物が表示されるように

適切なレンジで使用すること。 

 ・船長及び航海当直者は、航海計画を変更して航路を定める場合、

事前に水路調査を十分に行い、進路上に障害物がないかを確認す

ること。 

 


